
■学校経営のポイント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
大阪教育大学附属池田小学校の悲惨な事件を契

機として，全国的に学校の安全管理のあり方につ
いての見直しが行われ，また，一定の時間帯に限
ってとはいえ，警備員をつけるとか，警報（危険

発生通報）ベルを教室に設置するとか，とにかく
「とりあえずやれることは何か」という緊迫感に
裏打ちされた「あの手，この手」が実施に移され

出している。
関係者の誠意ある取組みに敬意を表するととも

に，今後の継続的な学校安全管理の充実努力に期

待したい。
　広まった“学校の安全管理”の見直し
文部科学省としても，日本の小・中・高等学校

等（幼稚園や盲・聾・養護学校もむろん含む）の
安全管理の現状把握をできるだけ速やかに実施し，
文部科学省として予算措置すべきと思われるもの

については，早急に手を打っていただきたい。こ
とは緊急性を必要とする。
これまでも各学校では，学校保健法第３条「学

校においては，施設及び設備の点検を適切に行い，
必要に応じて修繕する等危険を防止するための措
置を講じ，安全な環境の維持を図らなければなら

ない」という規定の趣旨をふまえ，それぞれに学
校環境の安全確保に努めてきたと思われるが，こ
れまでは学校環境の安全は，施設・設備すなわち

物的条件に限定されて，その対策が講じられてき
たというのが大方の実態であろう。
事実，それで特別の支障や被害が生ずることが

なかった。
ところが，今回の池田小学校事件では，施設・

設備という物的条件によってではなく，人的条件

に起因する甚大な被害が発生してしまった。そし

て，人的条件に起因する重大な事故を防ぐという
観点からすると，日本の学校の多くは全く無防備
に近い状態であることが，改めて浮き彫りになっ

た。
そこで，前述のごとく，学校安全管理の見直し
がなされているのである。

　子どもに“自衛の自覚と思考”を促す
しかし，この際，児童・生徒の自衛の自覚を促
し，どのようにすれば自分を守れるのかを考えさ

せ，できることから実行させるという取組みの必
要性が高いことも強調しておかなくてはならない。
「自衛」といっても，幼少の段階でできること

は限られているのであるが，幼い生命であっても，
自分の身を自分で守ることの自覚をもたせ，でき
ることは何かを考えさせ，実行させることは，適

切な「自己責任」の感覚をもった将来の成人を育
成する点で積極的な意義を有する。
児童・生徒の自衛の自覚を促すことなしに，学

校環境の安全を物的条件はもちろんのこと，人的
条件をも含めて整えてやるだけでは，安全は大人
によって確保されて当然という誤った「他者責任」

への依存傾向を生み出すことにもなりかねない。
　　　　　　  （わかい・やいち＝上越教育大学教授）
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